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・いきいきポイント制度の活動者の登録募集
・奉仕員（ボランティア）養成講座受講生の募集
・各地区社会福祉協議会の紹介
・【特集】ボランティア
  ～「担う手」「つなぐ手」「支える手」～
・赤い羽根共同募金の助成申請団体の募集
・ボランティア活動保険のお知らせ

倉敷発　復興支
援ボランティア

バスが

いわきに 「感謝
」と「寄り添い」を

届けました倉敷発　復興支
援ボランティア

バスが

いわきに 「感謝
」と「寄り添い」を

届けました

　倉敷市は、平成30年７月豪雨により甚大な被害を受けた際、全国から多くの支援と励ましをいただ
き、その寄り添いの「手」は復興に向けた大きな活力となりました。
　支援と励ましへの「感謝」と、災害を経験した倉敷だからこそできる「寄り添い」を届けるため、台風
19号で被災した、福島県いわき市に向けた「倉敷発復興支援ボランティアバス」のボランティアを募集
し、現地での支援活動を行いました。
　現地でのボランティア活動や地元住民との交流を通して、遠く離れていても被災地に寄り添い続け
る倉敷のメッセージや気持ちを発信することができました。

くらしき社協だより83号　令和２年　春号



　倉敷市いきいきポイント制度は、市内の受け入れ登録施設でボランティア活動
を行うことにより、地域貢献するとともに、活動者自身の介護予防の推進といきい
きとした地域社会づくりを目的とした制度です。活動を行い、スタンプ（スタンプ
1個＝100ポイント＝100円）を集めると、翌年度にスタンプの数に応じて換金でき
ます。（年間最大5,000円まで）倉敷ボランティアセンターでは、市の委託を受け
て、倉敷市いきいきポイント制度の活動者の登録を行っています。

　倉敷ボランティアセンターでは、市の委託により、障がい者の社会参加促進のために、奉仕員（ボラ
ンティア）養成講座を行っています。令和２年度は、下記のように受講生の募集を行います。興味や
関心のある方は、倉敷ボランティアセンター（☎434-3350）までお申し込みください。

✿対 象 者：市内在住の40歳以上（介護保険被保険者）の方で要介護認定を受けていない方
✿活動場所：市内登録施設（老人保健施設など介護保険施設、子育て支援拠点、障がい者施設など）
✿活動内容：イベントに関する手伝い、配膳、施設の掃除、話し相手、見守り、託児補助など
✿登録申請で必要なもの：350円（ボランティア活動保険料）、身分証明書（65歳以上の方は、介護保険被
　　　　　　　　　　　　保険者証）
✿お問い合わせ：倉敷ボランティアセンター（☎434-3350）・倉敷市社協各事務所

Q：ボランティアを始めたきっかけを教えてください。
A：子育て支援の講座を受けた時に、実習先の保育園で手芸などをするボランティ
アグループが活動していました。参加されている方々のバイタリティーあふれる
姿に惹かれたのがきっかけで、グループに入りボランティア活動を始めました。
Q：ボランティアをして良かったことを教えてください。
A：手芸が元々好きであったこともあり、好きなことでお役に立てるのが嬉しいです。子育て支援もいきい
きポイント制度の対象になり、換金したお金は材料費（布、糸など）に充てています。ボランティアを通じ
て出会った方とのつながりが広がり、オシャレも楽しみながら活動できていることが私自身の生きがいに
なっています。

倉敷市いきいきポイント制度の活動者の登録募集倉敷市いきいきポイント制度の活動者の登録募集

いきいきポイント制度の登録者にインタビュー

『広報くらしき』音訳版（テープ、ＣＤ）を作成するなど、視覚障がい者の支援を行う。
＊朗読（音訳）奉仕員養成講座＊

奉仕員（ボランティア）養成講座受講生の募集

『広報くらしき』点字版の作成や点字図書を作成するなど、視覚障がい者の支援を行う。
＊点訳奉仕員養成講座＊

市内の聴覚障がい者のために手話を使って支援を行う。
＊手話奉仕員養成講座＊

開催期間 4月11日（土）から全20回　　第2・4土曜日　10:00～12:00
開催場所 くらしき健康福祉プラザ３F 受 講 料 1,000円（含テキスト代）
定　　員 30名 申込締切 ３月31日（火）

開催期間 4月11日（土）から全20回　　第2・4土曜日　13:30～15:30
開催場所 くらしき健康福祉プラザ３F 受 講 料 2,000円（含テキスト代）
定　　員 30名 申込締切 ３月31日（火）

開催期間 4月15日（水）から全40回　　毎週水曜日　18:30～20:30
開催場所 くらしき健康福祉プラザ３F 受 講 料 3,500円（含テキスト代）
定　　員 30名 申込締切 ３月31日（火）

川口　幸子さん

（平成31年度の手帳）
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≪各地区社会福祉協議会の紹介≫≪各地区社会福祉協議会の紹介≫
　現在、市内の63小学校区のうち54小学校区に地区社会福祉協議会（地区社協）が設立されています。
　今回は、「中島地区社協」、「富田地区社協」を紹介します。
　倉敷市社協のホームページで、各地区社協の活動紹介や、発行している広報紙も掲載していますので、
ぜひご覧ください。

　中島地区は、倉敷市中心市街地西方にある郊外型の地域で、平成16年9
月に地区社協が設立され、令和元年に15周年を迎えました。
　今回は、『中島地区お助け隊』を紹介します。
　『お助け隊』設立のきっかけは、中島地区小地域ケア会議の中で住民同士
の助け合い活動をしようと、何度も協議を重ねた結果、倉敷西高齢者支援
センター等の協力を得て、令和元年７月にスタートしました。中島小学校
区に在住で70歳以上の一人暮らしの方、高齢者のみの世帯の方の“ちょっ
とした困りごと”（ゴミ出し、草取り等）を、同小学校区在住のお助け隊に登
録した隊員さんが“お互いさまの気持ち”でお手伝いする仕組みです。

　令和元年12月末でお助け隊の登録は40名、延依頼件数は69
件ありました。
　細川会長は、「研修・イベント型から実践型の活動が何かでき
ないかとずっと思っていた。今後、お手伝いできる内容を増や
し、次世代にバトンをつないでいきたい」と意欲満々です。こ
れからも住み慣れた中島地区で、いつまでも皆さんが安全で安
心して暮らしていけるよう、中島地区社協は大きな一歩を踏み
出しています。

中島地区社会福祉協議会（倉敷地区）
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　富田地区は、玉島の北西部にあり浅口市と矢掛町に隣接した地域で
す。昔から特産品の桃やぶどうの生産が盛んで、県下一の産地となっ
ています。地区社協主催の夏祭りや体育祭は、地域の一大イベントと
して定着し、子どもからお年寄りまで、たくさんの住民が参加し、盛大
に開催されます。地元を離れていても、行事に合わせて帰省する人も
多いそうです。昨年度より「防災訓練」や「とんど焼き」も新たな行事に
加わりました。このような行事を行うことで、ご近所同士顔を合わせ
る機会が増え、今以上に結束を強め、住み良い地域になっていけばと思
います。

　また、富田地区社協と愛育委員会は17年前から合同で「高齢者のつど
い」を開催しています。一昨年と昨年は被災された真備町の方を招待し、
開催されました。今後も富田と真備の絆が更に強くなればと思っていま
す。
　こうした様々なふれあいを大切にしながら、現在富田地区ではお互いの
困りごとを地域全体で支え合える、新たな仕組みづくりについての話し合
いを進めています。地域の中のちょっとした困りごとの手助けが、もしも
の時の助け合いや、地域全体の活性化につながればとも考えています。
　富田にお住まいの皆さん、一緒に地域を元気にしましょう。

富田地区社会福祉協議会（玉島地区）

「心強い『お助け隊さん』、ありがとう」

中島地区お助け隊、ただ今活動中！！

富田地区社協体育祭の様子（10月）

高齢者のつどいの様子（12月）



　ボランティア活動や地域で支え合い活動をされている方たちのことを、「担い手」と呼んでい
ます。皆さんは「担い手」という言葉にどのようなイメージをお持ちですか？
　これから目指す社会は、地域のみんなができることをできる範囲で助け合う支え合い社会。
　特別な立場の方が全てのことを担うのではなく、「誰もが」「無理なく」「できる範囲で」差しの
べてくれる「手」の存在がとても大切です。
　その手は、誰かの背中にそっと「添える手」であり、人と人をつなぐ「握手」でもあり、人や活
動を称賛する「拍手」でもあります。今回の特集では、地域ですでに活躍している様々な担い手
さんの「支え方」（手のかたち）についてご紹介します。

　毎月、宮田団地集会所で開催していた「尾崎
ひまわりサロン」。平成30年の豪雨災害被災後
は、団地の住民もほとんど自宅を離れて暮らし
ていましたが、みんなが集まって以前のように
おしゃべりや食事を楽しむ同窓会が企画されま
した。

　集会所はまだ使用できませんでしたが、屋外
でテントや机を用意して、みんなでとても大切
なひと時を過ごしました。

　市内各地へ散り散りになった住民の関係を再
び紡いだのがこれまでの生活やサロンでつなが
った住民同士の「手招き」でした。
　今では、発災前のサロンの参加者以上の
住民がこの同窓会に参加されています。再
会の場で、参加者から打ち鳴らされる喜びの
「拍手」は、一人ひとりのこれからの暮らしを勇
気づけてくれています。　

ボランティア
～「担う手」「つなぐ手」「支える手」～

「手招き」支援 『宮田団地の同窓会』（真備町尾崎）

特集

1

　「小学生でも地域のために何かできる！」、「小学生だからできることもいっぱいある！」、そんな思い
から始まった活動が、南浦小学校（玉島地区）の「地域お助けキッズ」です。
　南浦小学校は、全校児童12名の小規模校ですが、地域住民と学校や子どもたちの距離がとても近い
ということが強みの一つです。
　地域が元気になるためのアンケートを子どもたち
に聞いてみると、たくさんのアイデアや、自分達が
担い手としてできることを教えてくれました。
　南浦小学校区の支え合いの取り組みを検討する小
地域ケア会議で協議を重ね、南浦小学校の児童全員
を「地域お助けキッズ」として認定し、感謝状を贈呈
しました。
　「お助けキッズ」の「小さな手」は、元気な南浦を後
押しする大きな力になってくれそうです。

小さな「手」は大きな力2

　倉敷ボランティアセンターでは、ボランティア活動したい方とボランティア
さんのお手伝いを必要とされる施設や団体などをつないだり、ボランティアと
して活躍していただける方を養成する講座を開催しています。
　皆さんのお力を必要としていることはたくさんあります。ちょっと空いた
時間にボランティア活動してみませんか。
　「こんなボランティア活動に興味がある」、「自分の特技を活かした活動をしてみたい」などボラ
ンティアについてのお問い合わせは、倉敷ボランティアセンター（☎４３４－３３５０）へご連
絡ください。

　「私も行くから、あんたも行こうや」そんな、やさしい手招きに
誘われてたくさんの人が再会を果たしました。

　私たちができること、得意なことをたくさん書いてくれま
した。「あいさつ」「地域イベント」など活躍の場所はたくさん
ありそうです！

　11月14日に開催した南浦ミニ健康展で、児童の皆さんに
感謝状と認定証をお渡ししました。

　次の同窓会の連絡を取り合うため、
みんなで連絡網を作成しました。

　毎回手作りのスイーツ
を作ってくれる大重さん

『地域お助けキッズ』（南浦小学校）
なん ぽ

　学生の皆さん！！夏休みに新たな自分発見をしませんか？倉敷市社協では、毎年夏休み期間中
に、ボランティア活動に関心のある学生を主な対象として、「夏のボランティア体験事業」を実施し
ています。
　「夏のボランティア体験事業」では、市内の社会福祉施設や地域のボランティアグループ等での
ボランティア体験を通じて、福祉に関わることの喜びや充実感、時に大変さなどを体感していただ
き、社会福祉やボランティア活動についての理解や興味を深めていただいています。
　この事業が、「共に生きていく」こ
と、「地域で支え合う」ことを考える
きっかけとなり、一人でも多くの未
来の地域福祉を支える仲間ができれ
ばと期待しています。例年5月頃に
本会ホームページや学校を通じて申
込みが始まります。
　意欲や興味のある皆さん、あなた
の「挙手」をお待ちしています！

あなたの「挙手」を待ってます3 学生向け『夏のボランティア体験事業』
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事前・事後研修会の様子



　ボランティア活動や地域で支え合い活動をされている方たちのことを、「担い手」と呼んでい
ます。皆さんは「担い手」という言葉にどのようなイメージをお持ちですか？
　これから目指す社会は、地域のみんなができることをできる範囲で助け合う支え合い社会。
　特別な立場の方が全てのことを担うのではなく、「誰もが」「無理なく」「できる範囲で」差しの
べてくれる「手」の存在がとても大切です。
　その手は、誰かの背中にそっと「添える手」であり、人と人をつなぐ「握手」でもあり、人や活
動を称賛する「拍手」でもあります。今回の特集では、地域ですでに活躍している様々な担い手
さんの「支え方」（手のかたち）についてご紹介します。

　毎月、宮田団地集会所で開催していた「尾崎
ひまわりサロン」。平成30年の豪雨災害被災後
は、団地の住民もほとんど自宅を離れて暮らし
ていましたが、みんなが集まって以前のように
おしゃべりや食事を楽しむ同窓会が企画されま
した。

　集会所はまだ使用できませんでしたが、屋外
でテントや机を用意して、みんなでとても大切
なひと時を過ごしました。

　市内各地へ散り散りになった住民の関係を再
び紡いだのがこれまでの生活やサロンでつなが
った住民同士の「手招き」でした。
　今では、発災前のサロンの参加者以上の
住民がこの同窓会に参加されています。再
会の場で、参加者から打ち鳴らされる喜びの
「拍手」は、一人ひとりのこれからの暮らしを勇
気づけてくれています。　

ボランティア
～「担う手」「つなぐ手」「支える手」～

「手招き」支援 『宮田団地の同窓会』（真備町尾崎）

特集

1

　「小学生でも地域のために何かできる！」、「小学生だからできることもいっぱいある！」、そんな思い
から始まった活動が、南浦小学校（玉島地区）の「地域お助けキッズ」です。
　南浦小学校は、全校児童12名の小規模校ですが、地域住民と学校や子どもたちの距離がとても近い
ということが強みの一つです。
　地域が元気になるためのアンケートを子どもたち
に聞いてみると、たくさんのアイデアや、自分達が
担い手としてできることを教えてくれました。
　南浦小学校区の支え合いの取り組みを検討する小
地域ケア会議で協議を重ね、南浦小学校の児童全員
を「地域お助けキッズ」として認定し、感謝状を贈呈
しました。
　「お助けキッズ」の「小さな手」は、元気な南浦を後
押しする大きな力になってくれそうです。

小さな「手」は大きな力2

　倉敷ボランティアセンターでは、ボランティア活動したい方とボランティア
さんのお手伝いを必要とされる施設や団体などをつないだり、ボランティアと
して活躍していただける方を養成する講座を開催しています。
　皆さんのお力を必要としていることはたくさんあります。ちょっと空いた
時間にボランティア活動してみませんか。
　「こんなボランティア活動に興味がある」、「自分の特技を活かした活動をしてみたい」などボラ
ンティアについてのお問い合わせは、倉敷ボランティアセンター（☎４３４－３３５０）へご連
絡ください。

　「私も行くから、あんたも行こうや」そんな、やさしい手招きに
誘われてたくさんの人が再会を果たしました。

　私たちができること、得意なことをたくさん書いてくれま
した。「あいさつ」「地域イベント」など活躍の場所はたくさん
ありそうです！

　11月14日に開催した南浦ミニ健康展で、児童の皆さんに
感謝状と認定証をお渡ししました。

　次の同窓会の連絡を取り合うため、
みんなで連絡網を作成しました。

　毎回手作りのスイーツ
を作ってくれる大重さん

『地域お助けキッズ』（南浦小学校）
なん ぽ

　学生の皆さん！！夏休みに新たな自分発見をしませんか？倉敷市社協では、毎年夏休み期間中
に、ボランティア活動に関心のある学生を主な対象として、「夏のボランティア体験事業」を実施し
ています。
　「夏のボランティア体験事業」では、市内の社会福祉施設や地域のボランティアグループ等での
ボランティア体験を通じて、福祉に関わることの喜びや充実感、時に大変さなどを体感していただ
き、社会福祉やボランティア活動についての理解や興味を深めていただいています。
　この事業が、「共に生きていく」こ
と、「地域で支え合う」ことを考える
きっかけとなり、一人でも多くの未
来の地域福祉を支える仲間ができれ
ばと期待しています。例年5月頃に
本会ホームページや学校を通じて申
込みが始まります。
　意欲や興味のある皆さん、あなた
の「挙手」をお待ちしています！

あなたの「挙手」を待ってます3 学生向け『夏のボランティア体験事業』
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赤い羽根共同募金の
助成申請団体の募集！
赤い羽根共同募金の
助成申請団体の募集！

令和２年度
ボランティア活動保険のお知らせ
令和２年度
ボランティア活動保険のお知らせ

今回は「ほっとスペース・コスモス」さんを紹介します。

<<< 焼き菓子４種類と期間限定1種類 >>>

　令和元年度に県民の皆さまからお寄せいただいた
募金は、令和２年度に地域福祉の推進を図るために
配分されます。
◇申請対象◇
・令和元年度共同募金（福祉施設配分）
　配分対象は、社会福祉法人、ＮＰＯ法人等が運営す
る社会福祉施設の事業等の備品・設備整備、福祉車
両の整備、または建物の改修・補修事業等。1法人に
つき１施設（事業）のみ配分対象とします。
　令和２年4月1日から令和２年12月末までに実施
完了する事業が対象となります。配分限度額は、事
業費総額の1/2以内（千円単位切り捨て、万円単位）
とし、車両については車両本体価格のみ配分対象と
します。
・ＮＨＫ歳末たすけあい配分
　配分対象は、障がい者共同作業所、地域活動支援セ
ンターⅢ型等が行う備品の整備、または小規模な施
設整備事業。（配分限度額10万円）

◇応募期間◇
令和2年4月６日（月）～ 5月15日（金）

※詳しくは「岡山県共同募金会」のホームページを
ご確認ください。申請書の提出は、倉敷市共同募金
委員会各支部、分会(倉敷市社協各事務所）まで。

市内中心部からほど近い住宅街に、笑顔いっぱいの事業所があります。
ひとつひとつ丁寧に作られた焼き菓子は、食べやすく おやつにぴったり♪

・くるみの米粉クッキー（3個入）  小麦アレルギーの方にも安心♪
 サクサクッとした食感です★

・かぼちゃの米粉クッキー（3個入）  くるみと並んで人気上昇中
 かぼちゃの種をのせるのに
 ちょっとしたコツがいるそうです★

・スノーボール（3個入）  ほろほろとした食感がたまりません♪ 

・フロランタン（1枚入）  香ばしいアーモンドにクセになる甘さ

・抹茶ケーキ※ （1個入）  米粉を使用した抹茶のパウンドケーキに
　（※11月～ 4月頃） 甘納豆を練り込んだ期間限定商品です★

　倉敷市社協では、ボランティア活動保険を取り扱っ
ています。活動者の皆さんは、もしもの時のためにぜ
ひ、ご加入ください。
　「ボランティア活動保険」は、国内におけるボランテ
ィア活動中におこる事故に対する備えとして無償で活
動するボランティアの方々のための補償制度です。

※補償期間は、令和２年4月1日午前０時から令和3年3月31
日までです。中途加入の場合は、加入手続き完了日の翌日午
前0時から令和3年3月31日までとなります。

保険の種類 保険料
基本タイプ 350円
天災タイプ

（基本タイプ+地震・噴火・津波） 500円

保険の種類 補償金額

償
補
の
ガ
ケ

死亡保険金 1,040万円
後遺障害保険金 1,040万円（限度額）
入院保険金日額 6,500円

手術
保険金

入院中の手術 65,000円
外来の手術 32,500円

通院保険金日額 4,000円
賠償責任の補償 5億円（限度額）

毎日13～15名で
楽しく作業して
います。

イチオシ
商品

定番
人気
期間
限定

お問い合わせ 特定非営利活動法人 ほっとスペース・コスモス
福島200-85　☎ 422 ‒ 0840（FAX兼用）
営業日（時間）：月～土曜日（9:30 ～ 15:00）
休業日：日曜日・祝日

♪♪♪ 販売店舗 ♪♪♪
福祉の店　あゆみ
ニシナ福島店 ・ ニシナ羽島店
くらしき健康福祉プラザ1階 売店

※抹茶ケーキは、ニシナ福島店・ニシナ羽島店・くらしき健康福祉プラザ1階売店のみ販売

抹茶ケーキ
130円
（税込）

各１袋
110円
（税込）
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五十音順、敬称は省略させていただいております。
（掲載期間：令和元年8月16日～令和元年12月10日）

（玉島地区）
　渋川　昌宏 （金一封）
　妹尾　直彦 （金一封）
　畑野　英基 （金一封）
　渡部　雅文 （金一封）
（船穂地区）
　鎌田　稔弘 （金一封）
　小原　妙子 （金一封）
　坪田　敬子 （金一封）
　中原　伸市 （金一封）
（真備地区）
　妹尾　国昭 （金一封）
　田村　和裕 （金一封）
　匿　　名 （金一封）
　仲井　節子 （金一封）
　福田　淳也 （金一封）
　吉田　静子 （金一封）

社会福祉協議会へのご寄附、誠にありがとうございました。
「誰もが住み慣れた地域で、安心し
て豊かに暮らせる」よう、地域福祉
活動を推進するために活用させてい
ただきます。
※倉敷市社協へのご寄附は、2,000
円以上の場合、税制上の優遇が受け
られます。詳しくは、受付時にお問
い合わせください。

ご寄附は、社会福祉協議会へ

（玉島地区）
　長森亀久男 （金一封）
　虫明　正雄 （金一封）
（船穂地区）
　髙津るり子 （金一封）
（真備地区）
　滋賀県東近江市能登川地区
　民生児童委員協議会
 （金一封）
　匿　　名 （金一封）
　真備町仏教会 （金一封）

※お名前の掲載につきましては、寄附者のご了承をいただいております。
なお、上記のほか６名の掲載希望なしの方からご寄附をいただいております。
ご寄附は、倉敷市社協各事務所にご持参いただくか、下記の口座へお振り込みいただけます。

　被災された皆様へ心よりお見舞い申し上げます。（受付期間：令和元年８月16日～令和元年12月10日）
ご寄附くださった皆様に感謝申し上げ、ご報告をさせていただきます。
　　・平成30年7月豪雨岡山県災害義援金　　　34,358円
　　・令和元年8月佐賀県豪雨災害義援金　    　67,492円
　　・令和元年福島県台風第19号災害義援金　    5,000円
　　・令和元年台風第19号群馬県災害義援金    100,000円
　　・令和元年台風15号・台風19号・大雨千葉県災害義援金　10,586円
お預かりした義援金は、被災した各県の共同募金会に送金いたしました。

（承諾をいただいた方のみ、敬称略、順不同にて掲載しております。掲載期間：令和元年8月16日～令和元年12月10日）
Bath&BeppuFriendshipAssociation（バース別府友好協会）、宮前　治、阿智の風実行委員会、東京都中央区京橋民生児童委員協議会、
マキノ町民生委員児童委員協議会、YSP岡山連合会倉敷支部、内藤いづみ先生を迎える実行委員会、明日香村民生児童委員協議会、(特非)災害対策
市民協議会理事阿部貴之、乙島小学校昭和30年卒業同窓会、鹿児島市紫原地区民生委員児童委員協議会、平野連合町会

倉敷　㈱岡山システムサービス、(公社)倉敷市シルバー人材センター、倉敷市特養連絡協議会、正専寺山岸幸夫、㈱創明コンサルティン
グ・ブレイン、玉島信用金庫倉敷支店、㈱中国銀行真備支店
児島　アーバンホール児島、明石被服興業㈱、㈱綾野工務店、壱番製織㈱、㈱エース、エブリィ㈱倉敷林店、大上歯科医院、オートショッ
プカメイ、菅公学生服㈱、吉祥院、㈱木村石油、国安ファミリークリニック、倉敷シティ病院、(福)浩志会、児島芯地製造㈱、児島マリン
クリニック、㈱山水設備、三和包装㈲、㈲清水組、十八盛酒造㈱、㈱ショーワ、須磨商事㈱、清香、㈱瀬戸内カメラ、セロリー㈱、㈱タカハ
タ、㈲タニタ、天祥寺、永井釦㈱、中塚興業㈱、中村不動産㈱、㈲中山鉄工所、新見脳神経外科、日本被服㈱、橋本被服㈱、備讃ヤンマー㈱、
豊和㈱、堀江染工㈱、㈲松井辰雄商店、丸進工業㈱、マルハ㈱、三宅医院、㈲森川造園、森の８カテン、山崎産業㈱、やまな内科整形外科
玉島　㈲アカザワオート、(福)松園福祉会、㈲髙島電機、玉中ポートサービス㈱、㈲プラス・サム

※賛助会員の掲載につきましては、令和元年8月16日から令和元年12月10日までに賛助会費を納入いた
だいた皆様を掲載しています。五十音順、敬称は省略させていただいております。

物品寄附
㈱天満屋ストア
 車イス３台

篤志寄附
（倉敷地区）
　倉敷市難病連絡会 （金一封）
　ちゃっち倶楽部被害者の会
 （金一封）
　匿　　名 （20,000円）
　原　　隆俊 （金一封）
　㈱夢グループ　代表取締役
　石田　重廣 （14,570円）
（玉島地区）
　大相撲を楽しむ会 （金一封）
　倉敷市立乙島小学校PTA
 （10,000円）
　滝澤　昭彦 （金一封）
　天台宗岡山教区第四部
 （50,000円）
　匿　　名 （金一封）
　中塚杯チャリティーゴルフ
　大会実行委員会 （95,550円）
　中藤七五三夫 （金一封）

香典返し寄附
（倉敷地区）
　大岡　育夫 （金一封）
　岡本　常夫 （金一封）
　岡本　　登 （金一封）
　片山　哲也 （金一封）
　德永　　修 （金一封）
　日笠　正和 （金一封）
　藤原　吉文 （金一封）
　若林　伸治 （金一封）
（水島地区）
　板野　悦子 （金一封）
　小松原宏平 （金一封）
　三宅　晋介 （金一封）
（玉島地区）
　淺原　康明 （金一封）
　石井　信教 （金一封）
　岡田　良子 （金一封）
　亀山　廣仁 （金一封）
　佐藤　宏信 （金一封）

災害義援金の報告について災害義援金の報告について

平成30年7月豪雨災害活動支援金　　金一封のご支援ありがとうございます。平成30年7月豪雨災害活動支援金　　金一封のご支援ありがとうございます。

【寄附の振込先】◇お振込みの前に倉敷市社協地域福祉課へご連絡ください。領収書を送付させていただきます。
　（振込口座）中国銀行　倉敷市役所出張所　（口座番号）　普通　１１１７１９８
　（名　　義）社
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　※振込手数料はご負担ください。



　インターネット販売の登録は県内で初めてです。
　倉敷市の地域支援プロジェクトへの登録団体・企業では、８番目になります。
　プロジェクト内容は、年間のインターネット販売サイト「スタイルShop晴実堂
（harumidou）」で購入した商品代の2%が倉敷市共同募金委員会に寄付され、倉
敷市の地域福祉の推進を支援されます。

お問い合わせは、株式会社Orbまで。　所在地： 吉岡242-1　☎441-5760　
https://store.shopping.yahoo.co.jp/okayama-styleshop/

参加企業募集中！詳しくは、岡山県共同募金会のホームページhttp://akaihane-okayama.or.jp
または　倉敷市社協のホームページにて。

　「福祉まちづくり自動販売機」の売り上げの一部が寄附され、倉敷市
社協が実施する地域福祉活動に活かされます。
　主には「在宅介護者への支援事業」や「地域から孤立をなくすための見
守り活動」、「ボランティア活動への支援事業」、「車イスや介護用ベッド、
福祉車両の貸出事業」など、さまざまな地域福祉活動を通じて、地域の
皆様へ還元されます。
　自動販売機の新たな設置、または入れ替えをお考えの個人・企業・
団体の皆様は、ぜひご検討をよろしくお願いします。

赤い羽根共同募金「寄付つき商品 地域支援プロジェクト」
新商品のご紹介

登録企業　株式会社Ｏｒｂ 様
登録商品名：『岡山スタイルShop晴実堂(harumidou)赤い羽根地域応援プロジェクト』

（調印式 令和元年９月）

“福祉まちづくり自動販売機” 設置者募集中！ ◇ 第35号機 ◇
丸口重機工業㈱さま

第35号機を設置してくださいました。
ご協力ありがとうございました。

丸口重機工業㈱ 代表取締役社長 丸口晋司様（右）
倉敷市社協 事務局長（左）

「のど」も「こころ」も
「福祉の財源」もうるおう事業です！




